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ＮＰＯや市民活動に
役立つ情報を
お届けします。
みなさまからの
情報提供もお待ち
しております。
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　このコーナーは、毎月一人のＮＰＯの代表者を取り上げ、
　その活動やこれからの目標について思いを熱く語っていただくコーナーです♪

ピックアップんぽ
　　　　　　   登録番号140　一般社団法人  日本カーシェアリング協会
　　　　　　　　　　　　      代表理事　 吉澤武彦さん

                                                          

一般社団法人日本カーシェアリング協会

【団体概要】
仮設住宅・復興公営住宅の移動問題を解決するために、住民が車両を
共同利用する「コミュニティ・カーシェアリング事業」を行っています。
また、ボランティアなどに低価格で貸しだす「レンタカー事業」も行って
います。

【はじめたきっかけ】
出身は兵庫県姫路市です。震災前は大阪で働いていました。
東日本大震災発生後は3月半ばに福島県いわき市の復興支援に入り、
子どもたちを疎開させるプロジェクトを立ち上げたり、避難所の炊き出
し活動等に奔走していました。

４月半ばになったあるとき、阪神淡路大震災の際、神戸で最も活発に活
動していたボランティア団体「神戸元気村」の代表・山田バウさんから連
絡があり「今避難所にいる方たちが仮設住宅に移ったとき、自治会が作
られる。その時にカーシェアリングを提案する準備を今からやってみて
はどうか？」と話をされました。私自身、津波で車が足りなくなり困ってい
る現状を見ていたため、その話を引き受けました。
その後は関西を拠点に車を集めるために数々の企業をまわると、色々
な人が人を繋ぎ紹介してくれ、車を提供してくださる方に出会い、石巻
に届けることができました。

2011年6月に初めて石巻に入り、車の提供先を探しはじめました。
その際、仮設住宅を回りながらアンケート調査を実施し、協力者を探し
ました。すると、万石浦仮設団地で協力してくれる方を見つけることが
でき、同年７月に関西から運転して車を届けました。
住民で運営方法を協議するために集まっていくうちに、ゴミ拾いやお茶
会が行われるようになり、年配者の送り迎えなどにもつながっていき、
万石浦仮設団地では徐々にコミュニティが形成されていきました。

そして2011年10月に、県警や運輸支局から正式な了解を得ることがで
き、車を集め始めて半年をかけてカーシェアリングの活動が本格的に
できるようになりました。中古車販売のガリバーインターナショナル様
が３１台中古車を寄贈してくれたりと、だんだんと車もそろっていき、
活動にも拍車がかかっていきました。

2012年2月から石巻市からの委託事業である「カーシェアリング・コミュ
ニティサポートセンター」の運営がスタート。そこから、地元の人を雇っ
てサポートを行うようになりました。
私達のカーシェアリング（『コミュニティ・カーシェアリング』と呼んでい
ます）は、経費負担の方法、鍵の管理、予約方法などそれぞれの町内会
ごとにルールを決めます。
カーシェアリングの車は、一つの仮設団地にだいたい一台あり、少ない
ところだと５～６人、多いところだと４０人くらいで共有して使っていま
す。みんなでルールを決めたり、経費の話をしたり、精算などで時々集ま
ります。
乗り合いで買い物に行ったりしていくうちに輪が広がっていき、あるとき
は「みんなで買い物に行くとピクニックみたいで楽しい」との声も聞かれ
ました。車を通じて人同士が繋がっていく様子、また、今まで町内会活動
で役割をもってこなかった人が、コミュニティの中心的な存在になり、ま
わりの人から感謝され、必要とされてうれしそうにしている姿を見るの
がとても嬉しいです。

地域の防災力強化のために、2013年8月から電気自動車も活用していま
す。電気自動車は、どこでも車に蓄えた電気を取り出すことができ、非常
用の電源としても使うことができます。そこで、災害で電力会社からの電
力供給が止まってしまった時に電気自動車を有効に防災利用するため
に、吉野町復興公営住宅に太陽光パネルをつけて自然エネルギーで充
電するカーシェアリングをモデル的にスタートさせました。
昨年は、防災訓練時に実際に取り出した電気を使用してコーヒーをふる
まったり、炊き出しに使用したりと１６カ所で給電デモンストレーション
を行いました。

【これからの目標】
今後の夢・目標としては、地域の中で車を集め、地域のために活用し、
この活動を継続できるような形を作っていきたいと思っています。
石巻で、善意で集まった車を使用して、社会貢献のモデルが全国に広が
っていけばいいと思います。そして、石巻でできた一つの形をそれぞれ
の地域が真似して広がっていけばいいなと思います。この活動もいろい
ろな支援を受けてできたことなので、一つのモデルを作ることで支援し
てくださった地域に対しても恩返しになるのではと思います。

〒986-0821  石巻市住吉町1-1-2
TEL:0225-22-1453
http://www.japan-csa.org/
現在、7人乗り以上の大型車・軽自動車を募集しています。
提供してくださる方は、上記までご連絡ください。



ロックくんの編集後記

 

今月もんぽん舗を読んでいただき
ありがとうございます。
いよいよ梅雨の時期がやってきまし
たね♪暖かい日が続いたかと思えば
急に寒くなったりと、ロックもなかな
か衣替えのタイミングを逃していま
したモグ～。

梅雨が明ければ、今年の夏はかなり
の猛暑になるらしいです。
石巻市ＮＰＯ支援オフィスでは夏に
向けて、かき氷機やポップコーンマシ
ンのお申し込みがどんどん増えてき
ました♪
皆さまも是非ご活用下さいモグ～♪

イベント情報のお知らせ

取材日記

6月4日（日）共生型ケアをひろめる会（髙橋博美会長）主催で
“富山型デイサービス「わらいの館四季」に行こう！“が開催されました。
登米市にある「わらいの館四季」は、高齢者も子どもも、障がいを持った
方もみんな同じ空間で過ごす「富山型デイサービス」を県内で一番最
初に始めた施設です。利用者のみなさんは、民家のような温かい空間の
中で、お互いに助け合いながら自分の家のように過ごされています。
交流会では、みんなで登米市の名物はっと汁を作って食べ、一緒に過ご
し、ＤＶＤを見ながら富山型について学びました。
共生型ケアをひろめる会の髙橋会長は「共生型は地域づくり。みんなの
生活に繋がっているということを勉強しながら働きかけていきたい」と
お話されていました。

富山型デイサービス「わらいの館四季」に行こう！

●開催日 ：7月1日（土）　　●集合時間：午前9：45　終了予定12：00
●開催場所：中瀬公園　萬画館隣り　～日和山
●集合場所：スポーツショップマツムラ（中央二丁目10-13） 駐車場あり
●参加費：保険料５００円　　
ポール必要の方はレンタルポールあり（事前申込要・無料）
●対象者：初心者の方
●問・申込み ：
石巻スポーツ振興サポートセンター　担当：松村
「①お名前②年齢③性別④住所⑤電話番号（携帯可）
⑥緊急連絡先⑦参加希望日」をお伝え下さい。
ＴＥＬ：090-8787-3873　　ＦＡＸ0225-95-2808　※事前申込要　

ノルディックウォーキングをたのしむ会
　　　　　　　　　　　　　in中瀬＆日和山公園

講習内容：ウォーミングアップ～歩き方の練習～公園内周回～クールダウン
日本ノルディックウォーキング協会公認上級インストラクターが丁寧にご指導
いたします。 

ふまねっと運動で健康づくりとまちづくり

「ふまねっと運動」は仲間と楽しめる、楽しくて体にやさしい運動です。
家族や仲間、まちぐるみの認知症予防の取り組みとして広がっています。
講師：北澤一利氏　北海道大学釧路校教授

●日時：7月7日（金）10：00～12：00(受付開始  9：30）
●会場：蛇田公民館（石巻市蛇田字上中埣26）
●参加費：無料
●問合せ・申込み：
ＮＰＯ法人ぱんぷきんふれあい会
TEL:0225-96-7845  FAX:0225-93-4781

新規登録団体のご紹介

登録番号172
ハッピーピース

発達障害を持つ児童・者の福祉推進を図り、親の情報交換・親睦を
行うことを目的とする。

1.発達障害児の保護者に対する研修・講演
2.発達障害児支援者向けの研修会の開催
3.発達相談
4.子育てに関する研修・講演
5.発達障害児の保護者の親睦交流会
6.発達障害に対する理解を深めるための啓発活動
7.子育て、発達に関わるニュースレター
8.その他個別相談　目的達成に必要な事業

かっくんのハーモニカとオルガニート演奏会

かっくんのハーモニカ演奏は聞く人の心にスーと入ってくる音色といわれて
います。ぜひ、お誘いあわせておいでください。

●放課後デイサービスあっぷるじゃんぷ石巻（石巻市駅前北通り1-5-6）
日時：2017年7月11日（火）16：00～17：00
●ＮＰＯ法人髙橋園　みっちゃんち（石巻市中央3丁目1-32）
2017年7月13日（木）13：30～14：30
●どちらも無料・参加自由
●主催：共生型ケアをひろめる会
連絡先　090-6400-4827(ながぬま）

５月２６日（金）石巻市子どもセンターらいつにて、セーブ・ザ・チルドレン・
ジャパン主催の「子どもの貧困問題解決に向けたシンポジウム 第２弾」が
開催されました。
「ひとり親家庭の現状と私たちにできること」と題し、前半の講演ではNPO
法人しんぐるまざあず・ふぉーらむ理事長の赤石千衣子さんの講話があり
ました。赤石さんによると、シングルマザー全員が貧困ではない。しかし母
子世帯においては就業率が８０．６％と高いにもかからず、平均年収が低
いことが多い。仕事に追われ子どもと過ごす時間が少ない、こころとからだ
に不調を抱える人も多いなどの現状が報告されました。 
石巻市からも石巻のひとり親家庭に関する情報提供があり、セーブ・ザ・チ
ルドレンからはひとり親家庭に対する活動について報告がありました。 
後半は「ひとり親家庭支援のために、私たちができること」というテーマで
意見交換が行われました。ひとり親だということを周りに言えない人が多い
のではないか？苦しい時には助けを求められるような環境作りが必要では
ないか？など様々な意見が交わされました。

子どもの貧困問題解決に向けたシンポジウム 

ホヤ食べたい


